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　令和７年度飯山商工会議所経営発達支援事業　実施報告　

項
目

8.他の支援機関との連携を通じた支援
ノウハウ等の情報交換に関すること

➀関係機関とのさらなる連携強化と
   情報共有の円滑化

9.地域経済の活性化に資する取り組
みに関すること

➀イベントや友好都市交流を通じた
   情報発信
➁飲食店応援事業
③地域コミュニティの活性化

項
目

実
施
内
容

■ｱﾌﾀｰｺﾛﾅに対応するためのﾋﾞｼﾞﾈｽ
   ﾓﾃﾞﾙ転換に関する個別相談会
　　12/5・12/12　　1社

■定期的な巡回訪問と実行支援
　　　指導員4名　巡回件数　710件
　　　　　　　　　　  窓口件数　1,756件
　　　　　　　創業　巡回6件/窓口81件
 
■組織的なフォローアップ
　【訪問の目安】
 　・創業者　12回/年
　 ・持続化補助金等採択者　12回/年
   ・展示会等出展者　4回/年
 　・事業計画策定1年経過
   ・マル経利用者　2回/年
　フォローアップ　57社/65社

■専門家の活用
　 必要に応じて個別相談会を実施
　・各種補助金等実施相談
　・雇用環境改善
　・商品PR動画・ﾊﾟｯｹｰｼﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ支援

６．事業の評価及び見直しをするため
の仕組みに関すること

①成果の評価、見直しの方向性を検討
➁経営発達支援事業評価委員会
   の開催（年2回以上）

7.経営指導員等の資質向上に関する
こと

➀外部講習会の積極的活用
➁所内研修会とOJTの導入
③一般職員と経営指導員のチーム組
成

◎事業再構築補助金
　  フォローアップ　6社
　

◎WEBサイトのｱｸｾｽ解析支援
　・広告戦略　・市場のニーズ
　・サイトコンテンツ見直し
　・ターゲット設計
【目標】
　・事業計画策定件数　 　49件/55件
　・創業計画策定件数　　 11件/7件
　・事業承継計画策定件数　9件/3件
　                               計69件/65件

　
◎持続化補助金
　　17回         申請12件　採択9件
　　創業1回　  申請1件　  採択0件
    18回　　　　 申請2件 　採択1件
　　創業2回　  申請2件　  採択2件

■LOBO調査
　・調査対象事業者数　19社
　　　年間回答数187　89％

■RESAS活用
　・地域サマリーレポート等を会報
    などに掲載し、事業者に伝える
　
■展示会等でのアンケート調査

■イベントでのアンケート調査
（※雪まつりスイーツカフェにて実施）
　　参加事業者　5社

■物価高騰に対応するための個別相
　 談会の開催
 　　4/7・11/19　　2社

■経営指導員によるBＩＺミル、keytas
　活用（通年利用）

■資金繰り表の作成支援
　・資金調達支援　57件
      (市5件、県39件、マル経9件、マル普4件)

　

【目標１】時代の変化に対応した既存事業者の競争力、成長力の向上
【目標２】創業による新たな事業の創出と事業承継による事業の継続化
【目標３】地域支援の活用、地域商品等のブランディングの推進による地域活性化の実現

重
点
実
施
事
項

　Ⅰ経営発達支援事業の内容

重
点
実
施
事
項

　

事
業
内
容

■他の商工会議所との情報交換

■飯山市との連携
　・事業継続力強化支援計画実施
　　BCP計画策定支援

■金融機関との情報交換
　・飯山市制度資金担当者会議
　　　 5/13開催

■飯山ブランド企画開発プロジェクト
　・信州いいやま謙信笹ずし協議会
　・飯山駅おいこっとマルシェ参加
　・雪室いいやまブランド
　　雪室利用事業者　8社利用
　　　11/7～8  北信州雪室マルシェ
　　　雪室熟成商品ＰＲ試飲/試食販売
  　 2/4～6　feelNIPPON東京ｷﾞﾌﾄｼｮｰ
　　　雪室熟成商品ＰＲ試飲/試食
　
■飲食店の来店（利用）機会を増やす
   ための事業実施
　・飲食店マップ等の作成

■商店街イベントの協力

■経理のデジタル化実践活用法セミ
    ナーの開催
　　10/7　10社

■賃上げ,最低賃金引上げに関する
   個別相談会の開催
　　10/10　2社

■年末調整実務のポイントセミナーの
   開催
　　10/30　10社

■復興支援
　・石川県能登半島地震復興支援
　　4/21～25

■エネルギーコスト削減計画策定支援
　　フォローアップ　7社

■省エネ補助金＆省エネ診断説明会
　　10/22

経営発達支援計画の進捗状況ならびに伴走型支援事業の事業成果について4段階で評価
※4段階評価の目安
　　　４：十分達成している　　　　　　　　　　　３：概ね達成している
　　　２：どちらかというと達成していない　　１：達成していない

■半期に一度の経営指導員による検
証

■評価委員会の開催
　　　6/12開催（年2回開催）
　 　 3/23開催

■ホームページ等での公表

■特に「経営支援能力向上」
「IT活用支援」に関する研修会への積
極的参加　（中小機構主催）
    6/2～6/27　中小企業大学校（経営
診断基礎）1名参加
　
■所内研修会の開催
    ・傾聴と対話を活かすコミュニケー
     ション向上研修
　　 9/4開催（北信地域振興局、市商
   工観光課、日本公庫、保証協会、
   金融機関職員）33名

■一般職員と経営指導員のチーム
　 組成によるOJT

◎一般職員と経営指導員のチーム
   組成
■金融支援（窓口相談）
　
■税務相談、決算申告支援
　一般職員に担当事業者振分

１．地域の経済動向調査に関すること

➀商工会議所LOBO調査の実施
➁RESAS等の活用
③展示会等でのアンケート調査実施
　・自社商品等に関するアンケート調査

◎その他支援に関すること

➀事業者の経営支援に関するニーズ
   調査
➁BCP計画、事業継続力強化計画
　 台風19号関連支援
③脱炭素化の実現に関する支援

◎ザ・ビジネスモール等登録促進

【目標】
　・ECサイト登録支援社数　3社/5社
　・展示会等出展者数　　　17社/10社
　　　（オンライン商談含む）

■市場や消費者ニーズ、プロモーショ
    ン等に関するセミナーの開催
　・出展会に向けてのチラシコンテンツ
    作成個別相談
　 　7/30・8/6・10/15　3社
　・発酵の郷ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｷｯｸｵﾌｾﾐﾅｰ
　 　　2/10　　18名
　
■展示会等出展支援
　・feelNIPPON東京ｷﾞﾌﾄｼｮｰ 4社
　・うまし逸品 　　　　　　　　   1社
  ・産業フェアin信州　  　      5社
　・無印良品直江津販売会 　2社
　・スイーツカフェ　　　　　　 　5社
　
■ＥＣサイト登録による支援
　・専門家相談等での
　　　ECサイト活用支援　　　16社

３.事業計画策定に関すること

①創業計画策定支援
➁事業計画策定支援
③事業承継計画策定支援
④IT導入計画策定支援

2.経営状況の分析に関すること

①経営分析等セミナーの開催
➁ＢＩＺミルを活用した経営分析の実施
③資金繰り表の作成支援

４.事業計画策定後の実施支援に関す
ること

①フォローアップ支援の明確化
　・重点支援事業者を位置づけ
➁把握すべき項目の様式化

5．新たな需要の開拓に寄与する事業
に関すること

➀セミナー等の開催
➁商談会・展示会への出展支援

■創業セミナーの開催
　　　9/9～10/28（計7回）　10名参加

■生成AIツールビジネス活用セミナー
    の開催
　　　11/19・21　13社

■専門家の活用
　・専門家による事業計画策定個別
    支援
　　　5/15・10/16　　5社
　・なんでも経営相談会の開催
　　　7/10、12/8　　12社
　・IT活用に関する個別相談会の開催
　　　8/6　　2社
　・HPアクセス解析からWEBコンテンツ
   効果を考える個別相談会の開催
　　　10/15　　4社
　・飯山市事業者なんでも相談会の
    開催
　　　7/10・8/7・8/21・9/4・9/11・9/18
     10名参加
　・公式LINE活用セミナーの開催
　　　　12/16・17　　11名

■先端設備導入計画/経営力向上計
画
   支援
　・新たな計画や変更申請 　3社

■経営革新計画支援
　・計画申請 　1社


